














































リピン海プレ トーもやはり年間数センチで日本列島に向かって移動しており、このフィリピン海プレ トーとユーラシアプレ トーとの境
界で起こる地震が昨今新聞紙上やメディアを賑わしている東南海地震と云われています。このように日本列島付近には4つのプ
レ トーが重なっており、プレ トーはまるで生き物の様に動いて歪を作っているのです。
　今年はノストラダムスの大予言以来の2012年人類滅亡説が叫ばれている年でもあります。マヤの長期暦は2012年の冬至
付近（12月21日～23日）で終わるとされ、その日を終末論と絡めた形でホピ族の預言も成就し、フォトンベルトに突入する時期と
しているものが多いとされています。マヤ文明において用いられていた暦の1つである長期暦が、2012年12月21日から12月
23日頃に1つの区切りを迎えるとされることから連想された終末論のひとつですが、予言関連書などで、1999年のノストラダム
スの大予言に続く終末論として採り上げられています。懐疑的な論者はマヤ暦の周期性は人類滅亡を想定したものではない
と反論をしていますが、このマヤ暦の区切りが丁度クリスマス・イブイブ辺りと重なるため、この時期が近づくとメディア等が取
り上げるのでしょうか。これもまた不安を煽ることになりそうです。そもそも不安とは『漠然とした対象の無い恐れの感情』と定義
されていますが、一生の間不安を感じたことの無い人は存在しません。われわれ人間は、太古の昔に生命の存続に係る様な
恐怖に襲われた時、例えば獰猛な肉食動物に人間が出会った時には、不安という感情を働かせて交感神経優位とすることで
『闘争か逃走』かの二者択一を瞬時に選択しながら生き延びて来ました。然しながら今日の現代社会では、様々な多様化し
た心理社会的ストレスに連続的に襲われ、不安感が必要以上に生じてしまっています。それらは『不安障害』と呼ばれ『パニッ
ク障害』と『全般性不安障害』とに分けられます。DSM－Ⅳでは、この不安障害の中に広場恐怖、社会恐怖、特定の恐怖症、
強迫性障害、PTSDが含まれています。特に漠然とした不安感が長期間継続するような状況に悩む場合を『全般性不安障
害』と呼び、一般的には『心配性』と呼ばれているものに相当します。人は心配のためにイライラ感や落ち着きの無さ、あるいは
集中困難や疲労感などを覚え、発汗、動悸、不眠障害が身体症状として表出して来ます。今、この原稿を書いている最中に、
最大瞬間風速65メー トルという強い勢力の台風17号が日本列島に上陸し、縦断コースを通るというニュースが入って来ました。
既に暴風雨圏の沖縄では、トラックや乗用車が横転して道を塞いでいる映像が写し出されています。今年は例年より台風被害
が多い様な気がしてなりません。大地震や台風などの自然災害に加えて、マヤの人類滅亡説が不安に一層の拍車をかけるこ
とにならなければと危惧します。
　さて、昨年後半は高山赤十字病院にとっても、それまでの慣れ親しんだ電子カルテから大手の電子カルテへの変更を余儀
なくされる時期でした。昨年8月からはその新システムのためのマスター作成や操作練習などが必要となって、前年度の高山
赤十字病院紀要第35号への投稿論文の少なさが目立ちました。然しながら、今年1月1日から稼動した新しい電子カルテシス
テムにも慣れ、高山赤十字病院紀要第36号には昨年発行した第35号の約3倍である14編の投稿があり300％以上のアップと
なりました。これで『高山赤十字病院紀要』の発行も、『特定の（個別的）恐怖症』から脱却が出来たものと編集委員一同安堵
感と喜びでいっぱいになっております。
　最後になりましたが、今年も英文抄録の校正を快く引き受けて下さいました小鷹真理子主事に感謝致します。
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